
目次です。 
１．災害時に備えておく機器 
２．自治体からの災害情報メールを受け取る 
３．ハザードマップで自宅のリスクを知る 

４．防災アプリを入手する 
５．その他の情報など 
６．チェックポイント 
７．トラブル事例紹介、についてです。 

１、災害時に備えておく機器 です。 

災害時に情報を得るための機器はテレビ、ラジオ、パ
ソコン、スマホなどたくさんあります。すみれさんは、ス
マホがあるから大丈夫といっていますが、本当にそう
でしょうか。 
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インターネットで防災情報を
得るために

ネットで優良なサイト・アプリを利用するために

インターネットで防災情報を得るために、優良なサイ
ト・アプリから正しい情報を活用する方法についてお
話しします。すみれさんというシニア女性が、ちょっと
待ってくんのアドバイスを受けながら、防災に対する
知識を得ていきます。 



「ちょっと待ってくん」が登場しました。「パソコンやスマ
ホは電気を食うよ。停電すると、スマホは2日くらいで

シャットダウンするよ。バッテリーの電気がなくなれば
ただの箱だよ。」と言っています。 

すみれさんは、スマホの充電器を用意しないとならな
いことは気づきましたが、災害時には何を用意するべ
きかを悩んで、ちょっと待ってくんに尋ねています。 

東日本大震災の時には、被災地が停電になり、携帯
基地局がダウンして、スマホなどのモバイル回線が使
えなくなりました。その点、トランジスタラジオは電波な
ので、電池があれば長時間聴くことができます。災害
時には、持ち運べる携帯用ラジオや、 
予備の乾電池を、用意しておくべきですね。 

災害時に備えておく機器として、ポータブルラジオや
スマホ等の充電器があげられます。 
・ポータブルラジオ 

スマホのアプリでもラジオを聴けますが、別に持って
おくと便利です。予備の電池も用意しておきましょう。
防災ラジオの中には、ソーラー充電できるタイプ、手
回しで発電でき、スマホの充電に使える機種もありま
す。ただし、電池の入れっぱなしによる漏電で機器が
故障する場合があるので注意が必要です。 
・スマホ等の充電器 

持ち歩けるモバイルバッテリーを購入するとよいでしょ
う。 
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２、自治体等からの災害情報をメールで受け取る、で
す。 



「防災行政無線」を補完する自治体からのメールサー
ビスとして、「防災行政無線」を受信できるラジオの有
料や無料での貸し出しや販売をしている自治体があ
ります。お住いの自治体の情報を調べてみましょう。 
また、日頃からスマホなどで災害情報メールを 
受け取れるようにしておくと、便利です。 

防災無線が届かない地域もありますし、いざというと
きに防災無線が聞こえないこともあります。そのような
場合に備えて、各自治体では災害情報をメールで流
しています。災害情報を受け取るためには、登録が必
要ですが、登録すれば、他の地域の災害情報もわか
るので便利です。ただし、自治体ごとに登録方法が異
なるので、確認しましょう。 

自治体等からの災害情報をメールで受け取る方法は、
ためには、居住地自治体ホームページのメールアドレ
ス登録ページにアクセスして、災害時メール配信サー
ビスの登録が必要です。具体的には、「市町村名 災
害メール」等と入力し検索して、該当ページの記載に
従ってメールアドレスの登録をします。 

携帯電話会社では、気象庁等の情報通知に基づいて、
一定の地域にいる人に向けて防災情報のメールを送
信するサービスがあります。防災情報は、居住者だけ
ではなく、その地域に滞在している旅行者にも送られ
ます。地震や台風で避難するときにも必要な情報です。
大手携帯電話会社4社の回線では、防災情報を送信

していますが、格安スマホの設定方法によっては、受
信できない場合があるので、設定方法を確認するとよ
いでしょう。 
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２．自治体等からの災害情報をメールで受け取る

12

まず私の住んでいる市町村ホームページの

メールアドレス登録ページにアクセスして、

災害時メール配信サービスを

利用することが大切ね。

①「市町村名 災害メール」等と入力し検索
②該当ページの記載に従ってメールアドレスの登録



３、ハザードマップで自宅のリスクを知る、についてお
話しします。 

すみれさんは、「ハザードマップって言葉は聞いたこと
があるけれど、意味や役割がよくわからないわ。」と
言っています。ハザードマップとは、被害予測地図とも
いい、自然災害による被害を予測して、被害範囲を地
図化したものです。 

ハザードマップには、予測される災害の発生地点、被
害の拡大範囲および被害程度、避難経路、避難場所
などの情報が既存の地図上に書かれています。 

自治体が作っている「ハザードマップ」の被害想定地
域と、台風などで実際に災害被害を受けた地域とは、
重なっていることが多いです。 
 

ハザードマップを確認するためには、国土交通省
が運営するハザードマップポータルサイトがありま
す。すみれさんも、ハザードマップを見ることにしま
した。すみれさんは、「市町村名（空白）ハザード
マップ」と検索したところ、住んでいる自治体のハ
ザードマップを見ることができました。 

防災13 

防災15 

防災14 

防災16 



ハザードマップポータルサイトには、ほかにも色々な
災害対策サイトがあるので、確認するとよいでしょう。 

ハザードマップポータルサイトの見方は、以下の通り
です。 
・「ハザードマップポータルサイト」を表示する。 
・わがまちハザードマップの都道府県と市町村を選び 
 右側の検索マークをクリック。 
・出てきた画面の「公開URLを開く」をクリック。 
・保存する場合、右クリックで「対象をファイルに保存 
 してスマホやパソコン内に保存する。 

すみれさんは、住んでいる自治体で、ハザードマップ
をもらえたようです。ハザードマップを配布している自
治体もあります。 

４、防災アプリを入手するでは、防災アプリについ
てお知らせします。 

すみれさんは、防災アプリの中で、「NACSニュース・防

災アプリ」をスマホにインストールしてみることにしまし
た。 
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防災アプリのインストール方法ですが、 
まずAndroidの場合はGooglePlay 、iPhoneの場合は、
App Storeを開きます。次に、検索欄に「〇〇アプリ」な
どのアプリ名を入力し検索します。 

アイコン（図柄）が出てきたら、そのアプリをインストー
ルします。気に入らなかったアプリはアンインストール
（削除）します。アンインストールの方法は、Android、
iPhone いずれも、ホーム画面に表示されたアイコンを
長押しして、削除します。 

5、その他の情報についてお知らせします。 
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服用中の薬を記録する 

意外と忘れがちですが、処方薬の情報をスマホな
どに記録しておくことは大切です。お薬手帳や処方
シールの画像をスマホで写真に撮って画面保存し
ておくと便利です。 

服用中の薬の情報を記録したり、飲み忘れを防ぐ
服薬管理アプリなどもあるので、必要に応じで活用
するとよいでしょう。 

他にもいろいろなアプリがあります。防災アプリには、
自然災害だけではなく、コロナ新型肺炎の情報も載っ
ています。正しい情報を入手することが、冷静な行動
につながります。 



すみれさんのスマホに、友だちから、○△川が氾濫し
たとSNSが来ました。すみれさんは驚いて、早速〇△

川のそばに住む友だちにも知らせねば・・・と焦ってい
ますが、さてすみれさんの行動は正しいでしょうか。
（皆に問いかける） 

ちょっと待ってくんに、「その情報はデマかもしれない
よ。慌てて友達に送ると、うその情報を拡散することに
なるよ。」と言われたすみれさん。早速被害情報アプリ
で確認したところ、○△川の氾濫情報は、載っていま
せんでした。よく確認しないで、デマの情報を拡散させ
てしまうところでした。 
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災害時には、SNSが届いても、受け取った情報をその
まま信用せず自分でも被害情報を確認しましょう。 
特に、以下の点に注意しましょう。 
・「拡散希望」「友だちに知らせて」と拡散を促す「＃」  
 （ハッシュタグ）がついているが具体性に欠ける情報。 
・災害の再来予告、被害を誇張など、必要以上に不安 
 をあおる情報。 
・犯罪・襲撃予告などの情報 

QRコードを読み取ることも大切です。 
QRコードとは、Quick Response の略語で、二次元コー

ドのことです。たくさんの情報を高速で読み取ることが
できます。QRコードの読み取り方法は、スマホの「 QR
コードリーダー」やスマホのカメラをQRコードに向ける
と、URLが表示されて、情報の載っているホームペー
ジに飛ぶことができます。 
テレビ画面のQRコードを読み取ることで、地域の詳細
な災害情報を知る事ができます。 



災害伝言ダイヤルの活用方法も、知っておくとよいで
しょう。 
NTT東日本・西日本では、災害時に電話やwebで伝言
を預かるサービスを行っています。 
電話やwebで 「171」「web171」にアクセスして「1」を押
して、電話番号を入れると、伝言を録音でき、「2」を押

して、同じ電話番号を入れると、伝言を再生して聞くこ
とができます。 

チェックポイントは以下の5点です。 
・防災ラジオや、モバイルバッテリー、充電アダプター 
 を用意する。 
・自治体の災害情報メールを入手する。 
・ハザードマップで自宅のリスクを知る。 
・防災アプリ・伝言ダイヤル等を活用する。 
・不確実な情報を拡散せず、冷静な行動をとる。  
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６、チェックポイントです。 

7、最後に、防災に関するトラブル事例を２つ紹介しま
す。 

５．その他の情報など
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NTT東日本・西日本では、災害時に電話やwebで

伝言を預かるサービスがあるんだ。

電話やwebで「171」「web171」にアクセスして

伝言を録音したり、再生したりできるよ。

災害伝言ダイヤルの活用



事例1、スマホのバッテリーの減りが早く、使えなくなっ
てしまう、というトラブルです。 
 
これはある意味しかがたありません。 

スマホは、使っていなくても常にインターネットに接続
してアプリのアップデートなどを行っています。 

使用していないアプリを閉じる、電源をオフにするなど
して必要以上に電池が減らないように気をつけましょ
う。予備のバッテリーを用意することも大切です。 

事例2、基地局の倒壊による停電により、スマホが１

日使えませんでした。通信料を１日分減額してほしい、
というトラブルです。 
 

電気通信事業法では、電気通信事業者は、電気通信
サービスの適切、公平かつ安定的な提供に努めなけ
ればならない、と定めています。障害の影響を受けた
利用者に対して、通信料を減額することもあります。 
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事例2
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基地局の倒壊による停電のため、スマホが丸１日使えませんでした。通信料を

１日分減額してもらえますか。

電気通信事業法では、電気通信事業者は、電気通信サービス

の適切、公平かつ安定的な提供に努めなければならない、

と定めています。障害の影響を受けた利用者に対して、

通信料を減額することもあります。

停電した時間帯の通信料金を減額してほしい

これで防災に関するお話は終わりです。 

これらの内容を精査して、ご自身で防災に関する備え
をなさってください。 
ありがとうございました。 


